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た
。
た
だ
し
反
対
の
理
由
は
他
と
一
味
違
っ
て

見
え
た
。
そ
の
秘
密
は
本
書
を
読
め
ば
は
っ
き

り
す
る
。

　

著
者
は
ま
ず
「
あ
る
べ
き
自
治
体
」
を
置
く
。

そ
れ
を
「
市
民
自
治
体
」
と
呼
ぶ
。
未
来
は
明

確
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｄ
Ｘ
も
分
権
改
革
も
強

固
だ
が
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。

　

著
者
は
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
反
合
・
反
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
闘
争
か
ら
始
ま
っ
て
半
世
紀
分
を
記
す
。

分
権
改
革
も
、
団
体
自
治
と
住
民
自
治
の
不
毛

な
二
元
論
か
ら
脱
し
、
市
民
が
自
治
体
を
創
る

た
め
の
一
里
塚
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

そ
れ
も
半
世
紀
分
。

公
務
員

　

著
者
の
公
務
員
論
は
見
も
の
。
公
務
員
生
活

ン
十
年
の
思
索
の
結
晶
。「
現
場
力
と
市
民
の
共

感
」
と
い
う
皮
肉
屋
の
学
者
が
顔
を
赤
ら
め
る

よ
う
な
ス
ト
レ
ー
ト
な
テ
ー
マ
を
、
法
律
の
条

文
、
判
例
、
国
会
審
議
、
分
権
の
筋
道
の
中
に

位
置
付
け
た
。
著
者
が
東
日
本
大
震
災
後
に
提

唱
し
た
「
二
重
の
住
民
登
録
」
も
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
領
域
、
住
民
、
役
所
の
再
定
義
、
再
構

築
を
促
す
。
須
田
春
海
、
松
下
圭
一
か
ら
も
学

ぶ
。
市
民
が
自
己
決
定
す
る
「
自
治
体
」
と
市

民
と
し
て
考
え
る
「
公
務
員
」
を
発
見
す
る
こ

と
を
願
っ
て
。

未
来

　

著
者
と
書
評
子
は
か
つ
て
自
治
総
研
で
の
同

僚
。
仲
間
ぼ
め
で
な
い
こ
と
の
証
に
苦
言
を
呈

す
る
。（
毎
度
の
指
摘
で
申
し
訳
な
い
が
）
本

書
に
は
「
索
引
」
が
な
い
。
書
評
の
際
、
叙
述

に
揺
れ
が
な
い
か
の
検
証
に
苦
労
し
た
。
恨
む
。

も
う
一
つ
は
題
名
。
表
紙
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
社

会
」
と
「
未
来
」
が
白
地
に
輝
い
て
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
読
め
ば
見
通
せ
な
い
未
来
と
警
世
の

書
。
良
い
意
味
で
の「
羊
頭
狗
肉
」。
著
者
も
気

づ
い
て
本
書
一
行
目
に
「
未
来
」
は
「
期
待
」

を
意
味
し
な
い
と
書
い
た
。
一
行
目
を
読
む
前

に
本
書
の
購
入
を
断
念
し
た
未
来
の
読
者
に
代

わ
っ
て
苦
言
。
装
丁
は
大
事
に
、
題
名
は
売
れ

筋
を
意
識
せ
ず
に
。

　
　
　
　
　
　
評
者  

菅
原
敏
夫
　
本
誌
編
集
委
員

自
治
法
「
改
正
」

　

大
規
模
災
害
や
感
染
症
の
大
流
行
な
ど
、
個

別
法
が
具
体
に
想
定
し
て
い
な
い
事
態
で
も
、

国
が
地
方
に
対
応
を
指
示
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
改
正
地
方
自
治
法
が
、
六
月
一
九
日
の
参

院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。
記
憶
の
限
り
最

悪
の
自
治
法
「
改
正
」。

　

本
書
の
著
者
も
広
範
に
反
対
の
論
陣
を
張
っ

『
未
来
の
自
治
体
論

―
―
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
地
方
自
治
』

第
一
法
規
、
四
七
三
〇
円

今
井 

照 
著
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